２０１２年度　子ども・専門講座９　
　

期　　日：２０１３年 ３月 ２日（土）～３日（日）
対　　象：医療、看護、保育、教育、治療、相談、指導、福祉などに携わる専門家および学生他
定　　員：９０名（満員になり次第締切りますのでホームページなどでご確認ください）
受講料：１２,０００円(税込み)　※昼食は各自でお取り願います　
会　　場：明治安田こころの健康財団　８階講義室   （東京都豊島区高田３－１９－１０）
ＪＲ山手線・西武新宿線・東京メトロ東西線「高田馬場駅」下車約７分
主 　催：公益財団法人　明治安田こころの健康財団　（ＴＥＬ：０３-３９８６-７０２１）

	日程
	時　 間
	テーマ　および　講師（敬称略）

	３
月
２
日
（土）
	9:30～10:45
	乳幼児精神保健の動向と子どもを守る日本の課題（１）
渡辺　久子（慶応義塾大学専任講師　小児精神科医）

	
	11:00～12:15
	性虐待は魂の殺人
酒井　道子（慶應義塾大学病院小児科　臨床心理士）

	
	13:15～14:30
	こどもにやさしい社会作り：日本の緊急課題
髙橋　睦子（吉備国際大学大学院社会福祉学研究科　教授）

	
	14:45～16:00
	ＤＶ・離婚等の渦中の子ども：子どもの権利と司法の役割
長谷川　京子（みのり法律事務所　弁護士）

	
	16:00～16:30
	質　疑　応　答　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	３
月
３
日
（日）
	9:30～10:00
	トラウマを生きのびる子らから学ぶ　 
渡辺　久子（　前　掲　）

	
	10:15～11:30
	間主観性の世界
丸田　俊彦（米国メイヨ・クリニック医科大学精神科　名誉教授）

	
	11:45～13:00
	乳幼児観察と症例スーパービジョン
平井　正三（ＮＰO法人　子どもの心理療法支援会　理事長）

	
	14:00～15:15
	「郡山物語」：福島のこどもに寄り添い全人的に守る 
菊池　信太郎（菊池子ども保健医学研究所、菊池医院副院長　）

	
	15:30～17:00
	パネル：「明日の日本をささえる子どもたちに、今私たちがなすべきことは何か」
パネリスト：出講講師（予定）／司　   会 ：渡辺　久子


【プログラム】
※講義テーマ、時間配分等変更になる場合がございます。予めご了承願います。
もの言わぬ子どもらの「今」と「明日」を守る：


日本の大人は今何をすべきか
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改訂版





改定版





今日、日本の子どもたちの苦しみは、大人の想像をこえて多様化し複雑化しています。親の離婚裁判の親権争いのために片親に拉致される子ども。インターネットの出会い系サイトで児童ポルノの被写体にされたことを、親に言わない小中学生。育児の疑問を、誰かに相談するかわりにインターネットで検索し、わが子を障害児と思いこみ混乱する母親。戦後の日本の工業化社会としての発展は、全国的な地域と家族の養育機能不全を生みだしています。いじめ、虐待、ドメスティックバイオレンスの増加は、子どもの権利条約を1994年に批准した日本が、むしろ子どものしあわせを守る力を失いつつあることを示しています。一人ひとりの子どもが、あるがままの自分として大切にされ、夢を抱きながら成長できる社会を実現するためには、子どもに寄り添う大人の在り方への内省が今必要とされます。子どものニードを最優先する社会の実現を、具体的に一歩ずつ進めるために、本講座では、多職種の専門家が知恵をだしあい連携します。小児科、児童精神科、精神科、臨床心理、社会学、法律学の専門家が、人生のスタートの乳幼児期に焦点をあて、ものいわぬ子どもの健やかな発達を守るために、今日本の子どもにかかわる保育、教育、医療、福祉、司法の専門家がどう連携しあうかを考えます。


本講座の一日目は、渡辺久子が東日本大震災から現在にいたるこの2年間に明らかにされた日本社会の問題点を、世界の乳幼児精神保健の動きにてらしあわせて提言します。酒井道子が日本のこどもの性被害の現状と取組を紹介し、髙橋睦子が日本社会の子どもを守るための緊急課題について、そして、長谷川京子が親のＤＶや離婚の渦中の子どもの権利を守る司法の在り方を論じます。


本講座の二日目は、渡辺久子がトラウマを生きる子どもたちからの学びを述べ、丸田俊彦が人と人との根源的な交流の基盤となる「間主観性」について、平井正三が英国タビストック・クリニックの乳幼児観察と症例スーパービジョンによる子どものこころの基礎研修につき講演します。午後には菊池信太郎が、福島県郡山市で震災後の低放射線地域における子どものケアの実践を報告します。最後に全講師が一同に会し、パネル討論を展開する予定です。広くこどもにかかわる教師、保育士、保健師、児童臨床心理士、小児科・精神科スタッフ、児童福祉施設、家庭裁判所、児童相談所職員の方々の、実践力のステップアップにつながる講座としてお勧めします。











